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Ｓｙｓｔｅｍｓ Ｒｅｓｅａｒｃｈ ： consultant 吉田繁治
連絡先：yoshida@cool-knowledge.com
1972年 東京大学卒 フランス哲学専攻（実存主義と構造主義）
流通業勤務を経て、経営戦略とシステムのコンサルタント

【分野】経営戦略 流通戦略 情報システムとネットワーク利用 ロジスティク
ス サプライチェーン・マネジメント ＣＲＭ 商品戦略 経済論 国際金融等

・（旧）通産省 情報処理振興審議会 専門委員等

・通産省のシステム開発公募事業で、４つのシステム開発を受託し、開発実験
・海外研修 米国 先端流通業、物流システム、ＩＴ、金融等の視察・研修）
・講演時間 延べ7,000時間以上
・小売・卸の経営戦略、商品戦略、業務戦略等の経営顧問を歴任
・ホームページ :  ｈｔｔｐ//www.cool-knowledge.com （300余編の考察を掲載）

・メールマガジン

「ビジネス知識源」、「ビジネス知識源プレミアム」で読者数4万5000名余

週刊のメールマガジン（『まぐまぐ』から無料版と有料版を発行）
・専門誌『販売革新』等にメインライターとして連載を寄稿
・『ウォルマートに学ぶデータ・ウエアハウジング』（翔泳社）の編集協力
・著書：『利益経営の技術と精神』

『ザ・プリンシプル』・・・ウォルマートの経営原則100項
『国家破産』・・・これから世界で起こること、日本がただちにすべきこと
『マネーの正体』・・・金融資産を守るために、われわれが知っておくべきこと
『これからの５年』・・・異次元化緩和の過程と帰結
『膨張する金融資産のパラドックス』・・・金融資産＝負債の増加＞GDPの成
長により、数年～8年サイクルでの金融危機（信用収縮）必然化している
『米国が仕掛けるドルの終わり』・・・ドル、円、人民元、金の未来を描く
『仮想通貨：金融課革命の未来透視図』・・・仮想通貨価革命を描く

略歴…等

吉田 繁治

Systems Research  Consultant

yoshida@cool-knowledge.com
http://www. cool-knowledge.com

06-6856-1455

週刊有料メールマガジン登録→http://www.cool-knowledge.com/
（648円/月） http://www.mag2.com/m/P0000018.html 最新刊の2作（アマゾン＋書店）
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1.経済はGDP（国内総生産）、GDPとは何か？
・・・以下は2018年3月期まで

（注）所得＝消費＋貯蓄＋税金＋社会保障保険料
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2. から、生産年齢人口減少という問題を抱えた日本経済

【 の変化：厚労省人口問題研究所：中位予想】
1995年 8726万人（生産年齢人口の頂点）
2015年 7728万人（20年で 998万人減： ）
2029年 7000万人（14年で 728万人減： ）
2040年 6000万人（11年で1000万人減： ）
2048年 5000万人（ 8年で1000万人減： ）

（1995～2015年：経産省生産性本部）

2010年～2015年の、
（OECDの先進20か国で、最も低い伸び率）

↓
生産年齢人口の減少が、年0.4％で、
今後の実質GDPの、全体の増加はなくなる。

21世紀
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① 2015年に、 （1100兆円）を が上回り、 して だった。（拙著2012年：『国家破産』）
↓

② 2013年4月からの日銀の （ ＝赤字国債を買って円を増発）によって、 。

① 日銀が → 。2018年からは80兆円→40兆円に （順次縮小）

② FRBは0.25％× （19年は3回の予定）： 米国の 上昇＝ の買い

（参考）財政危機（＝ ）での損失を避ける は、

が、
破産を防いでいる

→

10年債は、
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に応用された。

キー概念は ＝それを、そのものたらしめている、他との違い。

機械学習を重ねると、モノの識別する特徴量を、 していく。

特徴量を
自動発見する。

特徴量

Google、テンセント、アリババ
原因 ①IT技術者の高齢化と

守りの経営
②若い世代の育成遅れ
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深層学習＝Deep Learning）

評価関数

フレーム問題

2017年に
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6.AIの進化の、3ステージ

大量のデータセットからの深層学習が可能になった
（1）並列処理により、計算速度が上がった

GPU＝画像処理プロセッサーを使う。
（2）大きなメモリーが、小型の超LSIで超安価に。
（3）膨大なデータから、瞬時に最小二乗法を計算。

1980年代からのマシン・ラーニング（機械学習）
＝特定の事象の「原因→結果」のデータセットを解析し、判断のアルゴリズムを作る（成果を生まなかった）

CPUの計算速度が遅く、データ容量も小さい→少数のデータセットからしか、計算ができなかった。

2010年代からのディープ・ラーンニング（深層学習）
＝データセットを超大量にし、その中の、多くの要素からなる「原因→結果」のパターンから、
判断・予測のアルゴリズム（関数＝ニューラルネットという）を、 で自動生成させた

英語のテストによる数学の点数の、
統計学的な、蓋然性
↓

最小二乗法での数学の点数＝
α×英語の点数＋定数
・・・確率＊＊％
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7.自動運転の4要素と5段階・・・2020年～2025年に実用が進む

運転＝①障害物を認識して避け、②運行規則を守り、③安全に、④速く、⑤速度を適正に

レベル1：運転支援

・ハンドル操作＋加速＋減速を、同時に、AIが支援
・ドライバーは、周囲の状況を確認している必要がある
わが国では、「日産セレナ」：2016年から発売

レベル2：部分自動運転

ハンドル操作、または加速、減速を、AIが支援する
（すでに、実用化されている）
自動ブレーキ＋ACC（active Cruse Control)＋車線を守る

レベル3：条件付き自動運転： AIが状況を確認しながら、 ：ただし、 であるという条件
緊急時はドライバーの運転が必要（アウディの高級車A8に、実験的な搭載)

レベル4：高度自動運転：緊急対応ができ、 。ただし、走行環境が良好な高速道のみ。
・・・開発は、2020年までが目処とされている→ここからが、 。

レベル5：完全自動運転：緊急対応が完全で、 も、無人運転ができる・・・2025年～
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これから10年から20年で、 できるとされている（全部の職業の47％）

一般事務、医療事務、駅務員、会計監査員、学校事務員、給食調理人、行政事務員、銀行窓
口係、金属研磨工、警備員、自動車組立工、自動車塗装工、スーパーの店員、測量士、タク
シー運転手、宅配達員、電気通信技術者、電子部品製造工、道路パトロール隊員、ビル施設
管理技術者、ホテル客室係、レジ係、路線バス運転者、倉庫作業者、など。

・・・・これらの仕事に、現在、約 が働いている。

AI技術者、アナウンサー、犬訓練士、医療ソーシャルワーカー、インテリアデザイナー、映画カメ
ラマン、映画監督、エコノミスト、音楽教室、体育講師、学芸員、学校カウンセラー、観光バスガイ
ド、演奏家・歌手、デザイナー、ケアマネージャー、経営コンサルタント、ゲームクリエーター、外
科医、広告ディレクター、コピーライター、作業療法士、作詞家・作曲家、内科・産婦人化医師、介
護職員、教員、スタイリスト、ネイル・アーティスト、俳優、はり・きゅう師、美容師、舞台演出家、保
育士、放送記者、ミュージシャン、レストラン支配人・・・

残る予想の職業は、AIができない が必要なもの。
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入店
現在は社員のみなので
社員証のチェック

商品選択：スマホの
仮想商品バスケットに課金

買い物終了
ゲートを通る

支払い完了

・商品明細
・課金結果
（レジ
ペーパー）
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入店チェック 棚の前へ行く
AIカメラが追う

商品選択

顧客の物音も拾うマイク
でカメラが方向を変える

赤外線カメラ、棚のセンサー
が、顧客が買った商品を感知

出口で、スマホに課金
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（世界260都市：東京にも導入：時価総額7兆円）

ウーバー社アプリで
登録タクシーを呼ぶ

・2021年からの ・・・一般道を、ドライバーなしで自走
・電気自動車で、価格は150万円付近だろう（AIソフトは1台分25万円程度）。
・2025年から、自動車は電動モーターで機構が簡単な、 になる。

AI 自動車
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無人耕作AI
トマトの自動収穫AI
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14. AIは雇用を奪うと言われるが、実際は調整期間を経て、労働移動を促す

AIの利用の増加により、 になって行く

↑

機械による英国産業革命（中世風の ）と同じである（18世紀末～）。
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、当事者間の情報伝達に使い、公開鍵が知られても、第三者には解けないもの
たとえば、「 」

↓
意味は「 」。村上春樹の 』のページ・行・文字の位置を示した数字

上の数字は、誰でも知ることのできる である。 は小説 『 』を使うという 。

、第三者が「 」が作ることができることが、わかるだろう。



取引の履歴が仮
想通貨の実体

（預金通帳に類似）
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事例：1NnXatRdd9nER3iSfGfZqF・・・

事例：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

（アプリ）にはアドレス（口座番号）・公開鍵・秘密鍵が入っている。

（1）支払いは、送金を示す暗号文の送信（1）支払いは、送金を示す暗号文の送信

固有の秘密鍵から、素因数分解のような で、
多くの公開鍵を自動作成

→帳簿（情報のブロック）に書かれた が、仮想通貨の実体である。
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1.カナダ 65％
（57％）
2.スウェーデン

65％
3.英国 64％
4フランス 63％
5.米国 59％
6.中国 52％
7.豪州 49％
8.ドイツ 41％
9.日本 31％
10.ロシア 20％

現金信仰の強い日本からは、
仮想通貨を含む、

が見えにくい

、と考えるといい
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名称
発行済み
時価総額

発行枚数また
は発行上限

18年10月20日
の最新価格

18年1月価格
変動率/1か月

管理台帳（オープンはマイナーの自由参加：クローズドは中央管
理者の認定参加）
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・・・① 、
② 、
③ 、個対個に送金

① の介在がなく、
② なく（銀行が介在しない）
③ 個対個へ、瞬間の

基軸通貨の機能は、 できる

→ 米国は を失わないため、 で、対抗する
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世界中を覆うインターネット網

ウォレットアプリ

（1）仮想通貨は、特別な設備・通信網もなく、銀行を経由せず、手数料はほぼ無料で世界に送金できる。
輸出入の信用状（L/C)はいらなくなる。手数料もない。送金は即時である。

（2）ICO系仮想通貨の、短時間での大きな価格変動のリスクは、受け取った直後に、
価値変動のない政府系仮想通貨（円コイン、ドルコイン、ユーロコイン、元コイン）に換えることで回避できる。
（注）仮想通貨が使える店舗も、受け取った仮想通貨を、自国通貨に即時変換している。

（3）遅い、高い、ドル交換の手数料もかかる「 」は、政府系仮想通貨が出ると、仮想通貨に代わって行く

の、崩壊になっていく（だろう）。

鍵となる時期は、電子マネーで先行している中国が、 。

取引所で、自国通貨に
自動変換するアプリがある
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（1） 1944年からの 、 に代わって行く

外貨準備（現在世界で1300兆円）売られ、貿易黒字でのドルの買いが減り、 。
（注）ビットコインは、 が、紙幣のドルの終わりを想定し、実験的に開発したことが深層。

（2）銀行の、 が減少する → トが、 になるから。
は、 → 支店は維持できず減少し、銀行員は50％以上、雇用削減される。

（3） は、スマホを使って、QRコードを読みこませ、仮想通貨で支払うものになる。レジはなくなる。
は、インターネットで、個対個で処理され、 。

（4）個人も、スマホから ができる。
タックス・ヘイブンで上がった株の売買利益、金利、配当は、自国に戻すまでは、非課税になる。
→ （8000本）は、本拠を、全部タックスヘイブンに置いている。

（5）1994年からは、ドル準備制の人民元が、 に変わる可能性が高い。

レガシーな紙幣は残るが、ガラ携のように、サブ的なものになって行く。
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Memo 

この資料が必要な人は、


